
「
グ
リ
ム
童
話
」
第
七
版
に
お
い
て
、
現
代
日
本
語
の
「
小
人
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
単
語
（
原
語
は
ド
イ
ツ
語
）
は
、
大
き
く
分
け
て
三
種
類
あ
る
。

メ

ン

ヒ

ェ

ン

ま
ず
、

M
菩
n
c
h
e
n
と
い
う
単
語
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
で
「
男
（
性
）
」
あ

マ

ン

ヒ

ェ

ン

る
い
は
「
夫
」
を
意
味
す
る

M
目
n
に
、
縮
小
語
尾
の

'chen
が
付
さ
れ
、

母
音

a
が
ウ
ム
ラ
ウ
ト
（
変
母
音
）
を
起
こ
し
た
語
で
あ
る
。

'chen
は、

*

＊

*

 

グ
リ
ム
兄
弟
が
一
八
―
二
年
に
収
集
刊
行
し
た
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た

め
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
（
（
吝
n
d
e
r,
 un
d
 H
a
u
s
m
a
r
c
h
e
n
、
通
称
『
グ
リ
ム

童
話
」
）
の
第
五
三
番
〈

K
H
M
5
3〉
「
白
雪
姫
」
に
は
、
寄
る
辺
の
な
い
白

雪
姫
を
匿
い
援
助
す
る
「
七
人
の
小
人
た
ち
」
が
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

体
が
小
さ
く
、
超
自
然
的
な
能
力
を
も
っ
た
「
小
人
」
な
る
も
の
が
登
場

す
る
話
は
、
『
グ
リ
ム
童
話
』
第
七
版
決
定
版

(
1
8
5
7
)

に
お
い
て
は
、
全

二
―
一
話
中
二
四
話
で
あ
る
。
以
下
、
『
グ
リ
ム
童
話
」
の
小
人
像
を
概
観

し
て
ゆ
こ
う
。
な
お
、
テ
キ
ス
ト
に
は
第
七
版
を
使
用
す
る
。

日
本
語
の
「
ー
ち
ゃ
ん
」
や
「
小
さ
な
i
」
と
い
う
意
味
合
い
を
添
え
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、

M
菩
n
c
h
e
n
は
直
訳
す
る
と
、
「
小
さ
な
男
（
性
）
」

と
い
う
意
味
と
な
る
。
つ
ま
り
「
小
人
」
は
、
そ
の
多
く
が
「
男
性
」
で

あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
二
番

H
に
挙
げ

メ

ン

ラ

イ

ン

ら
れ
る
の
が

M
菩
nlein
と
い
う
ド
イ
ツ
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

M
g
n
に

ラ
イ
ン

,
 
lein
と
い
う
、

'chen
と
ほ
ぼ
同
義
の
縮
小
語
尾
が
付
さ
れ
た
単
語
で
あ

る
た
め
、
同
様
に
「
小
さ
な
男
（
性
）
」
を
意
味
し
う
る
。
そ
し
て
、
上
述

ツ
ヴ
ェ
ル
ク

の
「
白
雪
姫
」
に
お
い
て
登
場
す
る
の
が
、
第
三
番
目
の
N
w
e
r
g
と
い
う

ド
ワ
ー
フ

小
人
な
の
で
あ
る
。
こ
の
単
語
は
、
英
語

dwarfと
ほ
ぽ
同
義
で
あ
る
。
『
グ

(
1
)
 

リ
ム
の
ド
イ
ツ
語
辞
典
」
に
よ
れ
ば

Z
w
e
r
g
は
、
「
も
と
も
と
は
、
ゲ
ル
マ

ン
の
神
話
や
英
雄
伝
説
や
メ
ル
ヒ
ェ
ン
に
お
け
る
、
小
さ
く
超
自
然
的
な

存
在
の
名
称
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
超
自
然
的
な
」
と
い
う
形
容
詞

エ

ル

ベ

エ

ル

フ

ェ

elbisch
に
含
ま
れ
る
単
語

Elb[e]
と
は
、
現
代
ド
イ
ツ
語
で
は

Elf[e]

と
綴
る
、
「
妖
精
」
あ
る
い
は
「
自
然
の
精
霊
」
の
こ
と
で
あ
る
。
古
英
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の
で
あ
る
。

*

＊

*

 

ア
ル
プ

語
oelf
の
影
響
を
受
け
た
語
ら
し
い
が
、
ゲ
ル
マ
ン
語
系
の

A
l
b
と
い
う

語
に
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
l
b
と
は
、
「
神
話
に
お
け
る
人
間
と

神
々
と
小
人
の
中
間
的
存
在
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
改
宗
後
に
「
夢
魔
」

と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ゲ
ル
マ
ン
神
話
に
お
け
る
小
人
の
名
前

ア

ル

ベ

リ

ヒ

Alberich
に
、
そ
の
な
ご
り
が
あ
る
。
「
技
巧
み
な
半
神
」
で
あ
り
、
「
鍛
冶
」

ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
、
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』

(
1
8
3
5
)

の
諸
々
の
小
人

ヴ

ィ

ヒ

テ

エ

ル

ベ

に
つ
い
て
の
章
を
コ

~
i
c
h
t
e
と

E
l
b
e」
と
し
て
お
り
、
上
述
の
「
妖
精
」

に
近
し
い

E
l
b
e

(= Elfe)
と
、
「
コ
ー
ボ
ル
ト
」
「
山
の
精
霊
」
を
意
味
す

る
W
i
c
h
t
e
と
を
区
別
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
妖

精
」
の
ご
と
き
小
さ
な
存
在
E
l
b
e
(Elfe)

が
、
『
グ
リ
ム
童
話
』
に
全
く

登
場
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
大
変
興
味
深
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
小
人
」

と
は
、
ゲ
ル
マ
ン
・
北
欧
神
話
の
天
地
創
造
に
お
い
て
、
大
地
と
な
っ
た

巨
人
ユ
ミ
ル
の
屍
よ
り
生
じ
た
姐
を
租
と
し
、
そ
の
姐
が
後
に
「
黒
」
と
「
白
」

と
に
分
か
れ
、
前
者
が
「
小
人
」

Z
w
e
r
g
、
後
者
が
「
妖
精
」

Elf
へ
と
転

じ
て
い
く
。
こ
こ
に
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
考
え
る
「
ゲ
ル
マ
ン
的
な
も
の
」

あ
る
い
は
「
ド
イ
ツ
的
な
も
の
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
端
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ド
イ
ツ
的
な
も
の
」
を
探
求
し
て
い
た
学
者
グ
リ

ム
兄
弟
の
立
場
に
鑑
み
る
と
、
「
妖
精
」
な
る
も
の
は
ド
イ
ツ
的
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
大
地
に
関
わ
る
仕
事
を
す
る
「
小
人
」
と
い
う
小
さ
な
存
在
こ
そ
、

ド
イ
ツ
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る

の
才
能
に
長
け
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
て
、
『
グ
リ
ム
童
話
』
（
第
七
版
決
定
版
）
に
お
け
る
＠
M
1
3

「森

ハ

ウ

レ

メ

ン

ヒ

ェ

ン

の
中
の
三
人
の
小
人
」
に
は
、
森
の
中
に
す
む

H
a
u
l
e
m
a
n
n
c
h
e
n
と

い
う
三
人
の
小
人
が
登
場
す
る
。
こ
の
小
人
た
ち
が
、
謙
虚
で
善
行
を

な
す
娘
に
は
幸
せ
を
、
傲
慢
で
怠
惰
な
娘
に
は
罰
を
与
え
る
話
で
あ
り
、

ヘ
ッ
セ
ン
地
方
（
現
在
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
中
央
部
ヘ
ッ
セ
ン
州
あ

た
り
）
で
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
が
執
筆
し
た
『
子

ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
注
釈
書
』

(
1
8
2
2
)

に
よ
れ
ば
、

ヘ

ー

レ

ン

ヴ

ァ

ル

ト

メ

ン

ラ

イ

ン

H
a
u
l
e
m
菩
n
c
h
e
n
と
は
、

H
o
h
l
e
n,
 
W
a
l
d
m
菩
nlein
す
な
わ
ち
「
穴
に
住

む
森
小
人
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
ニ
ー
ダ
ー
・
ザ
ク
セ
ン
地
方
（
現
在
の

ニ
ー
ダ
ー
・
ザ
ク
セ
ン
州
あ
た
り
）
で
は
、
森
の
穴
に
住
み
、
ま
だ
洗
礼

を
受
け
て
い
な
い
人
間
の
子
ど
も
を
連
れ
去
る
小
さ
な
者
た
ち
」
の
こ
と

で
あ
る
と
の
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
＠
M

1

3

の
ハ

ウ
レ
の
小
人
た
ち
は
、
人
間
の
子
ど
も
を
連
れ
去
る
悪
人
で
は
な
く
、
人

間
の
運
命
を
決
定
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
人
は
、

K
H
M
6
4
「
金
の
ガ
チ
ョ
ウ
」
に
も
登
場
す
る
。
あ
る
三
人
兄
弟
が
相
前
後

し
て
森
に
入
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
が
「
年
老
い
た
灰
色

(11
白
髪
）

の
小
人
」

d
a
s
alte g
r
a
u
e
 M
a
n
n
c
h
e
n
に
出
会
う
。
小
人
は
、
食
べ
物
を

分
け
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
が
、
上
の
兄
二
人
は
分
け
て
や
ら
な
か
っ
た
た

め
、
怪
我
と
い
う
不
運
に
見
舞
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
末
っ
子
は
小
人
に

食
べ
物
を
分
け
た
た
め
、
そ
の
お
礼
に
「
金
の
ガ
チ
ョ
ウ
」
を
手
に
入
れ
る
。

そ
の
金
の
ガ
チ
ョ
ウ
が
末
っ
子
を
、
王
女
と
の
幸
せ
な
結
婚
へ
と
結
果
的

に
導
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
＠

M62
「
ミ
ツ
バ
チ
の
女
王
」
に
登
場
す
る

「
灰
色

(11
白
髪
）
の
小
人
」
も
、
同
様
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
運
命
決
定
者
の
役
割
以
外
に
、
グ
リ
ム
童
話
の
小
人
は
、

善
を
な
す
小
人
と
悪
事
を
働
く
小
人
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
(
2
)
 

「
善
行
を
な
す
小
人
」
に
関
し
て
は
、
日
-
I
M
3
9

「
ヴ
ィ
ヒ
テ
ル
の
小
人
た
ち
」

の
三
話
中
第
一
話
が
良
い
例
で
あ
ろ
う
。
「
小
さ
く
か
わ
い
ら
し
い
裸
の
二

人
の
小
人
」
旦
rei
kleine niedliche n
a
c
k
t
e
 M
菩
nlein
が
貧
乏
な
靴
屋

の
も
と
に
や
っ
て
き
て
、
靴
屋
夫
婦
が
寝
て
い
る
間
に
仕
事
を
手
伝
う
。

小
人
た
ち
は
、
仕
事
の
お
礼
に
小
さ
な
服
や
靴
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
、

飛
び
跳
ね
た
り
踊
っ
た
り
し
な
が
ら
扉
の
外
へ
と
消
え
て
い
き
、
二
度
と

現
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
の
、
主
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
れ
る
と
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
る
「
屋
敷
僕
の
ド
ビ
ー
」

に
も
些
か
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
ヴ
ィ
ヒ
テ
ル
の
小
人
た
ち
」
第
二
話
は
、
あ
る
女
中
に
ヴ
ィ

ヒ
テ
ル
の
小
人
が
、
名
付
け
親
を
頼
む
と
こ
ろ
か
ら
話
が
始
ま
る
。
小
人

た
ち
の
も
と
で
過
ご
し
た
数
日
が
実
際
に
は
七
年
た
っ
て
い
た
と
い
う
、

「
浦
島
太
郎
」
に
よ
く
似
た
構
造
の
話
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
人
間
世
界
で
経

過
す
る
時
間
と
小
人
の
世
界
で
経
過
す
る
時
間
と
の
間
の
断
絶
が
想
起
さ

れ
う
る
。
さ
ら
に
第
三
話
は
、
生
ま
れ
た
て
の
赤
ん
坊
を
、
「
小
人
」
が
自

分
の
赤
ん
坊
と
取
り
替
え
る
と
い
う
「
取
替
え
っ
子
」
の
話
で
あ
る
。
こ

の
点
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
注
釈
に
あ
る
「
ま
だ
洗
礼
を
受
け
て
い
な
い
人

間
の
子
ど
も
を
連
れ
去
る
小
さ
な
者
た
ち
」
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
「
取
替
え
っ
子
」
は
英
語
圏
で
は
小
人
で
は
な
く
妖
精
が
行
う
こ
と

が
多
く
、
「
チ
ェ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
悪
い
小
人
」
の
代
表
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
日
-
I
M
1
6
1

「
雪
白
と
紅

バ
ラ
」
の
「
神
を
も
恐
れ
ぬ
小
人
」

d
e
r
gottlose Z
w
e
r
g
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
森
の
洞
穴
に
す
み
、
冬
は
地
面
下
で
暮
ら
し
、
春
は
地
上

に
出
て
く
る
存
在
で
あ
り
、
王
子
の
宝
を
盗
み
、
王
子
を
熊
の
姿
に
変
え

て
し
ま
う
悪
役
で
あ
る
。
し
な
び
た
敏
だ
ら
け
の
顔
で
、
雪
の
よ
う
に
白

(
3
)
 

く
非
常
に
長
い
鑽
を
は
や
し
、
赤
い
火
の
よ
う
な
目
を
し
て
い
る
と
い
う

描
写
は
、
二
人
の
少
女
の
名
前
、
す
な
わ
ち
「
雪
白
」
の
白
と
「
紅
バ
ラ
」

の
紅
に
対
応
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
話
は
、
『
グ
リ
ム
童

話
』
第
三
版
か
ら
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
口
承
で
は
な
く
書
承

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
グ
リ
ム
兄
弟
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
助
け
を
し
て
見
返
り
を
要
求
す
る
小
人
も
い
る
。
＠
M
5
5
 

「
ル
ン
ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ
ル
ツ
ヒ
ェ
ン
」
で
は
、
父
親
の
無
責
任
な
口
約
束
の

せ
い
で
、
黄
金
の
糸
を
紡
ぎ
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
娘
の
と
こ
ろ
に

小
人
が
や
っ
て
き
て
、
そ
の
願
い
聞
き
入
れ
て
く
れ
る
話
で
あ
る
。
小
人

の
援
助
の
お
か
げ
で
王
の
妃
と
な
っ
た
娘
は
、
一
度
目
は
首
飾
り
、
二
度

目
は
指
輪
を
小
人
に
与
え
、
難
題
を
こ
な
す
。
と
こ
ろ
が
三
度
目
に
娘
は
、

自
分
の
一
番
目
の
赤
ん
坊
を
担
保
と
し
て
小
人
の
援
助
を
受
け
、
藁
を
金

に
し
て
も
ら
う
。
小
人
は
、
自
分
の
名
前
を
当
て
れ
ば
子
ど
も
を
連
れ
て

は
行
か
な
い
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
名
前
を
当
て
る
の
が
難
題
と
な
る
。

森
の
中
の
家
の
前
で
、
歌
い
な
が
ら
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
は
ね
て
い
る
「
ま
っ

た
く
も
っ
て
お
笑
い
種
な
小
人
」
の
歌
か
ら
、
名
前
が
ル
ン
ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ

ル
ツ
ヒ
ェ
ン
と
い
う
こ
と
が
偶
然
判
明
す
る
。
娘
が
そ
れ
を
言
い
当
て
る

と
、
小
人
は
「
大
地
に
片
方
の
足
を
埋
め
込
み
、
も
う
片
方
を
も
っ
て
自

ら
か
ら
だ
を
二
つ
に
引
き
裂
く
」
の
で
あ
る
。
ま
た
、
曰
-
I
M
l
O
O

「
悪
魔
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と
こ
ろ
で
、
『
グ
リ
ム
童
話
」
に
登
場
す
る
小
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
森
や

山
な
ど
の
「
自
然
」
の
中
を
住
処
と
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、

前
述
し
た
＠
M
5
3

「
白
雪
姫
」
の
、
森
の
奥
深
く
の
小
さ
な
家
に
住
ま
い
、

「
鉱
物
を
探
し
て
地
中
に
も
ぐ
り
、
岩
を
砕
き
土
を
掘
る
」
日
常
を
送
っ
て

い
る
「
七
人
の
小
人
た
ち
」
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
小
人

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

(
4
)
 

ン
映
画
『
白
雪
姫
」

(
S
n
o
w
W
h
i
t
e
 a
n
d
 the S
e
v
e
n
 D
w
a
r
f
s
)
の
影
響
が

大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
「
小
人
」
の
み
な
ら
ず
、
た
と
え
ば
「
魔
女
」
や
「
人
魚
」

の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
伝
承
の
生
き
物
に
つ
い
て
も
、
日
本
人

が
思
い
抱
く
イ
メ
ー
ジ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
二

0
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
文
化
遺

*

＊

*

 

の
陽
気
な
兄
弟
」
で
は
、
退
役
兵
士
が
森
の
中
で
「
小
さ
な
小
人
」

ein

kleines 
M
菩
n
c
h
e
n
に
出
会
う
。
彼
は
実
は
悪
魔
で
あ
り
、
退
役
兵
士
に

七
年
間
、
爪
も
切
ら
ず
髪
も
切
ら
ず
自
分
の
も
と
で
奉
公
す
る
よ
う
提
案

す
る
。
兵
士
は
小
人
の
悪
魔
の
申
し
出
ど
お
り
、
七
年
間
の
契
約
を
勤
め

あ
げ
た
の
で
、
悪
魔
か
ら
「
地
獄
の
ゴ
ミ
」
を
報
酬
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
が
地
上
に
運
ば
れ
る
と
、
金
に
変
わ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
グ
リ
ム
童
話
」
に
お
け
る
小
人
の
人
間
と
の
関
わ
り
方

は
、
ま
ず
「
運
命
決
定
者
」
、
「
援
助
者
（
時
に
は
交
換
条
件
つ
き
）
」
と
し

て
、
あ
る
い
は
人
間
に
と
っ
て
の
「
善
行
」
お
よ
び
「
悪
行
」
を
な
す
も

の
と
し
て
、
人
間
よ
り
上
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
か
、
あ
る
い
は
小
人
が
、

表
面
的
に
は
人
間
へ
の
奉
仕
の
姿
勢
を
と
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
に

お
い
て
、
人
間
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 

(
1
)
正
式
名
称
は
『
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
に

【注】

ー
お
お
の

産
た
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
映
像
の
影
響
を
度
外
視
し
て
は
語
れ
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
伝
承
文
芸
受
容
を
考
え
る
上
で
も
、
見
過

ご
し
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
っ
と
い
え
よ
う
。

よ
る
ド
イ
ツ
語
辞
典
』

(
D
e
u
t
s
c
h
e
s
W
o
r
t
e
r
b
u
c
h
 v
o
n
 J
a
c
o
b
 u
n
d
 

W
i
l
h
e
l
m
 
Grimm)
で
あ
り
、

A
か
ら

F
の
途
中

(Frucht)

ま

で
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
実
際
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
五
四

年
第
一
巻
、
一
八
六
0
年
第
二
巻
、
一
八
六
二
年
第
三
巻
ま
で
は
グ

リ
ム
兄
弟
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
。
兄
弟
の
死
後
は
後
継
者
に
委
ね
ら

れ
、
一
九
五
四
年
に
完
成
し
た
。

ヴ
ィ
ヒ
テ
ル

(Wichtel)

は
、
前
述
の
ヴ
ィ
ヒ
テ

(Wichte)
と

同
系
で
あ
る
。

実
際
は
「
非
常
に
長
い
」
で
は
な
く
「
何
エ
レ
」
も
あ
る
と
い
う

単
語
で
示
さ
れ
て
い
る
。
エ
レ
と
は
昔
の
尺
度
で
あ
り
、
一
エ
レ

が
五
0
—
八
0
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
に
ア
メ
リ
カ
に
て
公
開
。
日
本
公
開
は
一
九
五
0
年。

ひ
さ
こ
・
文
学
部
准
教
授
ー

-7- (98) 


